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に本社を持つトムソンという 2つの会社が知られ、 1858年から 1864年の間の釘:年、この2社
18 、守 φ ニが合わせて 2400トンのクリノリンを製造していたとされる 。ロ/トンL設立されたトムソ
































































クの f家具、室内装EiI!、ディテールのヒント (J-Jintson Household Taste)J (1868)には、「ク
r) ノリンは実にあさましい発明品だが、そのT"111~ll さと過剰さへの非難にも関わらず、その流行
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